
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「うべ・未来共創」指針 
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なぜ共創が求められるのか 
 

 

 

人口減少、少子高齢化、過疎化、財政難等、社会課題は複雑化し益々増大していく中、

SDGs、GX、ESG、DX、WEB3.0、ダイバーシティー（多様性）の時代へと変化してい

ます。 
 

 

 

地域課題や市民ニーズは、今後ますます複雑・多様化していきます。今後も将来にわたり

持続可能なまちづくりを実現するためには、これまでの「行政主導型」ではなく、そこに

暮らし関わる市民、団体、企業、学校、地域、行政などの様々な主体がそれぞれの役割を

担い、みんなで地域を経営していく「地域経営」の考え方が求められています。 

 

 

 

複雑化する社会課題・地域課題の解決には、社会や地域を構成するあらゆる要素を含めた

解決方法（ソーシャルデザイン）と、それを実現する革新的な解決手法（ソーシャルイノ

ベーション）を生み出していくことが求められます。 

 

 

 

そのためには、これまでの「協力・協働」を基本としつつ、地域に関わる全ての人が「ま

ちづくりのエンジン」となり、ビジョン・課題を共有し、前例主義にとらわれない発想や

意見を出し合いながら、その対策を考え、ともに新しい価値を生み出す「共創」のプロセ

スにより、まちづくりを行う必要があります。 
 

  

行政主導型から地域経営へ   

 

激変する社会経済情勢   

 

ソーシャルデザイン・ソーシャルイノベーション 

 

みんなで創る宇部「共創によるまちづくり」 
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共創とは 
 

これまでの「協働」を基本としつつ、市民や企業・団体、教育機関、行政などの多様な主

体が、目標設定の段階から連携し、地域課題を共有するとともに、様々な意見を出し合い

ながら、その対策を考え、ともに新しい価値を創造していく方式です。 
 

 
 

 

 

共創（Co-Creation）とは 
多様な立場のステークホルダーがゼロからビジョン・課題を共有し、解決の方策を対話し

ながら協働し、ともに新しい価値を生み出してくこと。 
 

協働（Collaboration）とは 
異なる強みを持つ主体が、共通の目的のために役割を分担し、協力によって成果を共有す

ること。 
 

協力（Cooperation）とは 
行政主導の事業・プロジェクトへ参加すること。 

 

 

 

 

①質の高い公益サービスの提供 
 

②地域と未来を担う人材の育成 
 

③新たなビジネスチャンスの創出 
 

④宇部らしいまちづくりの推進 

「協力」から「協働」、そして「共創」へ 

 

共創の効果 
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宇部市の現状と見通し 
 

人口推計 

 
1995年の182,771人をピークに減少へ転じ、2020年までの25年間で約20,000人

が減少。今後も減少傾向が続く見通しです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

産業人口推計 

 
事業所数及び従業者数はともに減少傾向にあり、２009年から2016年までの7年間で、

事業所数は約 660 事業所減少しています。 

就業人口は、2015年から2035年の20年間で約10,000人の減少が予想されており、

産業活動の停滞が懸念されています。 
 

  

人口推計   

 

一般世帯数及び平均世帯人員 

（第五次 宇部市総合計画） 
年齢区分別将来人口推計 

（第五次 宇部市総合計画） 

産業推計 

 

将来就業人口推計 

（第五次 宇部市総合計画） 

事業所数の推移 

（経済センサス） 

2015（実績）   2020   2025    2030   2035 2015（実績）   2020   2025    2030   2035 

2009     2012     2014     2016 

2015（実績）   2020   2025    2030   2035 
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宇部市の共創への歩み 
 

宇部市は「皆が心を一つにし、共に栄えていこう。」という「共存同栄・協同一致」を理

念に掲げ、これまで戦後の復興、ばいじん汚染等の社会課題を「産官学民」が一体となっ

た「宇部方式」で乗り越えました。 

その後も活発なボランティア・NPO 活動、地域コミュニティ活動などに取り組むことで、

強い郷土意識、強固な共同体的精神を育んできました。 

先人たちが培った精神を受け継ぎ、これまで取り組んできた「協働」を進化させることで、

新しい宇部の未来を共に創造していく「共創のまちづくり」を進めていきます。 
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共創の進め方 

 
宇部市の「共創のまちづくり」の姿勢・あり方として、次の４つの原則に沿って推進して

いきます。 

 

 

① 「対等で双方向な対話」の原則 
 

共創を進めるには、お互いの思い、立

場、夢等を理解するため、対等で双方

向な対話が不可欠です。 

  

 

 

② 「ビジョンと課題の共有」の原則 
 

共創を始めるには、ビジョンと課題を

共有し、Win-Win な関係を築くことが

不可欠です。 
 

  

③ 「オープン化」の原則 
 

共創を効果的に進めるには、取組を見

える化し、誰でも参加できるオープン

な環境、関係づくりが不可欠です。 

  

④ 「自分事」の原則 
 

共創を楽しく進めるには、他人事では

なく自分ごと・みんなごとにすること

が不可欠です。 
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＜参考＞2022 年度の取組事例 
 

常盤通りウォーカブル化／旧山口井筒屋宇部店跡地利活用 
中心市街地のにぎわい創出に向けて、多様な主体と対話を重ね、常盤通り

を中心としたウォーカブルなまちづくりに取り組むとともに、旧山口井筒

屋宇部店跡地の利活用についても、民間事業者との対話を重ね、民間事業

者からの事業提案による公民連携を軸に進めています。 
 

宇部新川駅 多目的トイレ整備 
宇部新川駅周辺に誰もが安心して利用できる公衆トイレが少ないという市

民の声を受け、新たな多目的トイレの整備を進めています。整備にあたっ

ては、地域共生社会の実現に向けたバリアフリー化に加え、魅力ある機能

や空間の整備など、中心市街地のにぎわい創出の観点により取り組むこと

とし、次代を担う建築家である山口大学の学生にトイレ及び周辺の設計ア

イデアを提案していただきました。 
 

船木地区エリアマネジメントプラン「船木の木」 
楠庁舎移転後の跡地を中心とした船木地区について、地元住民や事業者等

の皆さまとともに持続可能な地域づくりを目的としたエリアマネジメント

プランを策定。地域活性化に向け取組を実施しています。 
 

うべ・未来共創プラットフォーム 
宇部市、産業界、大学等が一体となって、地域の課題を共有し、その解決

や、人材の育成を図る「うべ・未来共創プラットフォーム」を設立しまし

た。地域課題やニーズを共有し、産学が持つ知識、技術、人材を活用した

共創の場を創出します。  
 

宇部市成長産業推進協議会 
本市の強みを最大限に活かし、次代を担う成長産業の創出と育成を進める

ため、2021年５月に産学公金からなる「宇部市成長産業協議会」を立ち

上げ、医療・健康や環境・エネルギー、宇宙産業、ＤＸなどの次世代技術

に関連する分野での起業や研究開発・事業化に向けた取組を積極的に支援

しています。 

 

地域計画 
各地区の住民が主体となり、自分たちが住んでいる地域の現状、将来を考

え、地域課題の解決や地域の活性化、魅力の創出などに取り組む地域活動

の基本となる「地域計画」を策定し、地域と様々な主体の連携による、元

気で安心できる地域づくりを推進しています。 

 

市政懇談会 
市長と市民が直接、意見交換を行う場として開催しています。地域や各種

団体、高校生等から意見や提案をお聴きし、課題を共有するとともに、

様々な意見を出し合いながら課題解決に向けて取り組んでいます。  
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宇部市総合政策部連携共創推進課 
 

〒755－8601 宇部市常盤町一丁目 7番 1号 

電話  ：0836-34-8891 

E メール：co-creation@city.ube.yamaguchi.jp 


